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Fig．13　（a）ガ肋αx　versusτD　characteristics．
　　　　（b）ガム規αxversusτ｝characteristics．
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　　　　ing　E石。　as　a　parameter．
　以上のことから，DC－DCコンバータの過電流制限
モードにおいては，0を大きく，E丑。を小さく選び，
Fig．5のZ8c／恥をより小さく設定することにより，よ
り良好な動特性が得られることが明らかになった．こ
こで，0の上限値およびE掘。の下限値は亘ig．5の
Z、c伽；0の曲線により決められる。
5．むすび
　以上，DC－DCコンバータの過電流制限モードにおけ
る静特性および動特性の解析を行い，過電流制御回路
の設計に関して次の有用な結果を得た．
　（1）定常状態における過電流制限特性は，過電流制
限係数：0によって統一的に論じられ，0＞1ならば
フォニルドバック特性を，0〈1ならば電圧垂下特性
を，G＝1ならば定電流特性を示す．
　（2）過電流制限モードにおける安定性は微分補償回
路のあ，積分補償回路のηを適切に選び，また，過電
流制限係数0をできるだけ大きく，過電流制御回路の
直流利得疏をできるだけ小さく．設定し，フォールド
バック特性を急峻にすることにより，十分に改善され
る．
　（3）負荷抵抗のステップ変化に伴う電圧モードから
過電流制限モードへの移行に際して，リアクトル電流
にオーバシュートが生じることがある．しかし，この
オーバシュートは（2）で述べたように，あ，乃，0，Ecを
設定することにより，十分に抑制することができる．
　本論文では，降圧形DC－DCコンバータに対して過電
流制限領域における動特性については解析したが，本
解析手法は昇圧形および昇降圧形のDC－DCコンバー
タについても適用できる．なお，目下，本論文で解析
した過電流制限方式と他の方式10）・11）との特性の比較，
検討を行っており，稿を改めて報告する．
　最後に，本稿をまとめるに際し，資料の整理，図面
の作成等に協力頂いた長崎大学工学部技官川原学氏に
感謝する．
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